
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
　
第
四
十
四
号
別
刷
（
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
）

　
　

三
重
・
名
張
市
内
伝
来
の
安
本
亀
八
制
作
の
肖
像
彫
刻
に
つ
い
て

塩
　
　
澤
　
　
寬
　
　
樹



三
重
・
名
張
市
内
伝
来
の
安
本
亀
八
制
作
の
肖
像
彫
刻
に
つ
い
て

塩

澤

寬

樹

は
じ
め
に

　

安
本
亀
八
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
熊
本
迎
町
（
現
熊
本
市
中
央
区
迎

町
）
の
仏
師
春
蔵
（
あ
る
い
は
善
蔵
）
の
家
に
生
ま
れ
た
と
い
い
、
そ
の
後
、
大

阪
に
出
て
生
人
形
興
行
で
好
評
を
博
し
、
次
い
で
東
京
へ
上
っ
て
生
人
形
、
菊
人

形
等
の
興
行
を
行
い
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
二
月
八
日
に
七
十
五
才

で
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（『
讀
賣
新
聞
』
及
び
『
東
京
朝
日
新
聞
』
十
二
月
九

日
）。

　

亀
八
の
生
人
形
興
行
は
大
き
な
評
判
を
呼
び
、
松
本
喜
三
郎
と
共
に
、
そ
の
名

手
と
し
て
明
治
期
に
は
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
亀
八
の
事
績

や
遺
作
を
辿
れ
ば
、
彼
が
「
生
人
形
細
工
人
」
と
し
て
の
み
生
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
仏
師
と
し
て
の
作
例
を
は
じ
め
、
肖
像
、
置
物
、
絵
馬
（
レ
リ
ー
フ
）、
能

面
、
風
俗
人
形
、
絵
画
な
ど
幅
広
い
領
域
で
制
作
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

幕
末
期
に
亀
八
が
一
時
滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
三
重
県
名
張
市
内
に
は
、
亀

八
に
よ
る
肖
像
彫
刻
が
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
、
こ
れ
ら
は
一
般
に
生
人
形
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
亀
八
の
仏
師
と
し
て
の
事
績
の
範
疇
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
二
〇
二
〇
年
三
月
、
肖
像
七
軀
を
精
査
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
諸
像
は
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
は
な
い
も
の
の
（
参
考
文
献
の
富

森 

一
九
七
六
、
熊
本
市
現
代
美
術
館 

二
〇
〇
四
、
瀧
川 

二
〇
〇
八
な
ど
）、
概

要
等
が
詳
し
く
紹
介
が
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
彫
刻
史
の
観
点
か
ら
諸
像
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

併
せ
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
肖
像
彫
刻
と
し
て
の
意
義
を
探
る
と
共
に
、
亀
八

の
多
様
な
事
績
を
総
合
的
に
捉
え
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

　

な
お
、
亀
八
に
つ
い
て
は
、
名
張
在
住
で
あ
っ
た
富
森
盛
一
氏
に
よ
る
『
生
人

形
師　

安
本
亀
八
』（
一
九
七
六
年
十
一
月　

名
張
青
年
会
議
所
）
が
先
駆
的
か

つ
詳
細
な
研
究
と
し
て
知
ら
れ
、
本
稿
も
こ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
こ
と
を
申
し
述
べ
る
。

一
、
各
像
の
概
要

　

各
像
の
概
要
は
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
一
軀
ず
つ
示

す
こ
と
と
す
る
。

角
田
半
兵
衛
坐
像

（
一
）
形
状

　

頭
頂
の
や
や
後
ろ
よ
り
で
髷
（
亡
失
）
を
結
う
。
頭
髪
は
白
髪
交
じ
り
と
す

る
。
鼻
孔
、
耳
孔
は
内
刳
り
内
に
貫
通
す
る
。
両
手
は
膝
上
に
置
き
、
左
手
は
軽

く
握
り
、
甲
を
上
に
し
て
扇
の
基
部
を
執
り
、
右
手
は
甲
を
上
に
指
を
伸
ば
し
て

扇
の
先
に
添
え
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
、
膝
を
軽
く
開
き
、
正
座
す
る
。
服
制

は
、
茶
色
の
小
袖
の
上
に
黒
の
紋
付
き
羽
織
を
を
着
け
、
青
地
に
縞
の
袴
を
着
け

る
。
左
腰
に
刀
を
差
す
。
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（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
（
桐
材
か
）。
寄
木
造
。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

頭
部
は
面
部
で
前
後
に
割
り
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
施
し
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
筒

状
の
首
枘
を
造
り
（
内
刳
り
を
施
す
）、
体
部
に
挿
し
込
む
。
体
幹
部
は
後
ろ
寄

り
に
前
後
に
割
り
矧
い
で
、
内
刳
り
を
施
す
。
脚
部
は
前
後
に
三
材
を
矧
ぐ
。
両

手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し
込
む
。
像
底
に
底
板
を
嵌
め
込
み
、
白
色

に
彩
色
す
る
。
袖
先
の
地
付
き
周
り
は
別
材
を
矧
ぐ
。
羽
織
の
紐
は
紺
の
組
紐
を

用
い
、
刀
は
木
製
と
し
、
扇
は
実
物
を
用
い
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

頭
頂
の
髷
を
亡
失
す
る
他
は
、
彩
色
の
一
部
に
小
さ
な
剥
落
が
み
ら
れ
る
程
度

で
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

三
四
・
八

　

頭
頂
〜
顎
先　

一
一
・
八
（
現
状
）　

面　
　
　

巾　
　

七
・
九

　

耳　
　
　

張　
　

九
・
一　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　

一
〇
・
二

　

肘　
　
　

張　

二
三
・
二　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

三
六
・
二

　

胸　
　
　

厚　

一
一
・
七　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　

一
三
・
〇

　

膝　
　
　

奥　

三
〇
・
〇　
　
　
　
　

坐　
　
　

奥　

三
二
・
〇

　

膝
高
（
左
）　
　

五
・
六　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　

五
・
五

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

　

認
め
ら
れ
な
い
。

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）

（
七
）
伝
来

　

角
田
氏
屋
敷
内
に
角
田
み
か
坐
像
と
並
置
さ
れ
る
。

（
八
）
備
考

　

角
田
家
に
は
、
亀
八
の
筆
と
さ
れ
、
本
像
下
絵
と
伝
わ
る
半
兵
衛
の
画
像
が
伝

存
し
、
裏
に
「
冨
教
絵
図
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
角
田
家
当
主
は
代
々
半
兵
衛
を
襲

名
す
る
が
、
冨
教
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
当
主
と
い
う
。

角
田
み
か
坐
像

（
一
）
形
状

　

後
頭
部
で
髷
を
結
い
、
笄
を
挿
す
。
笄
は
頭
頂
部
で
も
用
い
る
。
鼻
孔
、
耳
孔

は
内
刳
り
内
に
貫
通
す
る
。
両
手
は
膝
上
に
置
き
、
力
を
抜
い
て
仰
ぐ
。
顔
を
正

面
に
向
け
て
、
正
座
す
る
。
服
制
は
、
薄
い
水
色
の
襦
袢
（
雷
文
を
あ
し
ら
う
）

に
焦
げ
茶
色
の
小
袖
（
裏
は
灰
色
地
に
青
竹
文
）、
薄
紺
の
紋
付
き
（
三
羽
鶴
）

羽
織
を
着
け
る
。

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
。
寄
木
造
。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

頭
部
は
面
部
で
前
後
に
矧
ぐ
ま
た
は
割
り
矧
ぎ
、
内
刳
り
の
う
え
玉
眼
を
嵌
入

す
る
。
首
枘
を
設
け
て
体
部
に
挿
し
込
む
。
体
幹
部
の
木
寄
せ
詳
細
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
前
後
矧
ぎ
（
ま
た
は
割
り
矧
ぎ
）
と
み
ら
れ
、
内
刳
り
を
施
す
。
脚

部
、
裾
部
を
矧
ぐ
。
両
手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し
込
む
。
像
底
に
底

板
は
貼
ら
ず
、
紙
貼
り
ま
た
は
布
貼
り
の
上
、
白
色
に
彩
色
す
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

面
部
右
側
に
彩
色
の
割
れ
が
認
め
ら
れ
る
が
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

二
九
・
三

　

頭
頂
〜
顎
先　

一
一
・
一　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　

七
・
四

　

耳　
　
　

張　
　

九
・
四　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　

一
一
・
三

　

肘　
　
　

張　

一
八
・
九　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

三
四
・
六

　

胸　
　
　

厚　

一
三
・
七　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　

一
四
・
六

　

膝　
　
　

奥　

二
三
・
六　
　
　
　
　

坐　
　
　

奥　

三
〇
・
七

　

膝
高
（
左
）　
　

五
・
七　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　

五
・
五

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

　

認
め
ら
れ
な
い
。

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）
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（
七
）
伝
来

　

角
田
氏
屋
敷
内
に
角
田
半
兵
衛
坐
像
と
並
置
さ
れ
る
。

角
田
富
之
坐
像

（
一
）
形
状

　

後
頭
部
で
髷
を
結
う
。
頭
髪
は
白
髪
交
じ
り
と
す
る
。
鼻
孔
を
穿
つ
。
両
手
は

膝
上
に
置
き
、
左
手
は
軽
く
握
り
、
甲
を
上
に
し
て
扇
の
基
部
を
執
り
、
右
手
は

甲
を
上
に
指
を
伸
ば
す
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
、
膝
を
軽
く
開
き
、
正
座
す
る
。

服
制
は
、
青
色
の
小
袖
の
上
に
灰
色
の
紋
付
き
羽
織
を
を
着
け
、
青
地
に
縞
の
袴

を
着
け
る
。

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
。
一
木
造
。
紙
貼
り
・
胡
粉
下
地
彩
色
。

　

頭
部
は
一
材
よ
り
彫
出
し
、
体
部
に
挿
し
込
む
と
み
ら
れ
る
。
内
刳
り
は
施
さ

な
い
。
彫
眼
と
す
る
。
体
幹
部
も
一
材
よ
り
彫
出
し
、
像
底
か
ら
内
刳
り
を
施

す
。
脚
部
は
別
材
を
矧
ぎ
、
両
側
に
袖
材
を
矧
ぐ
。
両
手
首
先
を
別
材
製
と
し
、

袖
口
に
挿
し
込
む
。
袖
先
の
地
付
き
周
り
は
別
材
を
矧
ぐ
。
羽
織
の
紐
は
紺
の
組

紐
を
用
い
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

体
部
と
脚
部
の
矧
ぎ
目
が
離
れ
、
彩
色
の
下
地
に
浮
き
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
頭
部
右
側
、
左
・
右
肩
、
脚
部
な
ど
に
彩
色
の
剥
落
が
み
ら
れ
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

一
四
・
〇

　

頭
頂
〜
顎
先　
　

五
・
五　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　

三
・
五

　

耳　
　
　

張　
　

四
・
五　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

四
・
六

　

肘　
　
　

張　

一
〇
・
〇　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

一
四
・
六

　

胸　
　
　

厚　
　

五
・
五　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　
　

六
・
七

　

膝　
　
　

奥　

一
二
・
四　
　
　
　
　

坐　
　
　

奥　

一
三
・
三

　

膝
高
（
左
）　
　

二
・
五　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　

二
・
七

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

　

認
め
ら
れ
な
い
。

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）

（
七
）
伝
来

　

角
田
氏
屋
敷
内
に
安
置
さ
れ
る
。
も
と
は
、
中
庭
の
小
祠
内
に
安
置
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

岡
村
甚
六
坐
像

（
一
）
形
状

　

後
頭
部
で
髷
を
結
う
。
頭
髪
は
黒
く
線
描
す
る
。
わ
ず
か
に
口
を
開
け
、
下
歯

を
み
せ
る
。
鼻
孔
を
穿
ち
、
耳
孔
は
穿
た
な
い
。
両
手
は
膝
上
に
置
き
、
甲
を
上

に
指
を
伸
ば
し
す
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
、
膝
を
軽
く
開
き
、
正
座
す
る
。
服
制

は
、
茶
色
地
に
細
か
い
格
子
柄
の
小
袖
の
上
に
青
の
紋
付
き
羽
織
を
着
け
る
。

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
。
寄
木
造
。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

彩
色
に
よ
り
頭
部
、
体
部
の
構
造
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
頭
部
は
面
部
で
前
後

に
割
り
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
施
し
、
玉
眼
を
嵌
入
し
、
首
枘
を
設
け
て
体
部
に
挿
し

込
む
と
み
ら
れ
る
。
体
幹
部
に
も
内
刳
り
を
施
す
。
脚
部
は
別
材
を
矧
ぐ
か
。
両

手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し
込
む
。
像
底
に
底
板
を
貼
る
ま
た
は
嵌
め

込
み
、
白
色
に
彩
色
す
る
。
髷
は
別
材
。
羽
織
の
紐
は
紺
の
組
紐
を
用
い
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

わ
ず
か
な
彩
色
の
剥
落
が
あ
る
が
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

二
四
・
八

　

頭
頂
〜
顎
先　
　

九
・
六　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　

六
・
三

　

耳　
　
　

張　
　

八
・
二　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

九
・
一

　

肘　
　
　

張　

一
八
・
三　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

二
六
・
七

　

胸　
　
　

厚　

一
一
・
四　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　

一
一
・
五
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膝　
　
　

奥　

一
九
・
五　
　
　
　
　

坐　
　
　

奥　

二
一
・
六

　

膝
高
（
左
）　
　

五
・
〇　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　

五
・
八

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

　

認
め
ら
れ
な
い
。

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）

（
七
）
伝
来

　

市
内
個
人
の
所
蔵
。

横
山
文
圭
坐
像

（
一
）
形
状

　

頭
部
は
円
頂
と
す
る
。
鼻
孔
、
耳
孔
を
穿
ち
、
内
刳
り
内
に
貫
通
す
る
。
両
手

は
膝
上
に
置
い
て
仰
ぐ
。
顔
を
わ
ず
か
に
左
に
向
け
て
、
膝
を
軽
く
開
き
、
正
座

す
る
。
服
制
は
、
青
色
の
小
袖
に
白
い
帯
を
締
め
、
黒
の
紋
付
き
羽
織
を
着
け

る
。
左
脇
に
刀
を
差
す
。

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
。
寄
木
造
。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

頭
部
の
木
寄
せ
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
面
部
で
前
後
に
割
り
矧
ぎ
、
内
刳
り
を

施
し
て
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
と
み
ら
れ
、
首
枘
を
設
け
て
襟
元
で
体
部
に
挿
し
込

む
。
体
幹
部
も
木
寄
せ
不
明
だ
が
、
前
後
に
割
り
矧
ぐ
く
か
と
み
ら
れ
、
内
刳
り

を
施
す
。
両
側
面
に
肩
か
ら
地
付
き
に
至
る
体
側
材
を
矧
ぎ
、
脚
部
も
別
材
を
矧

ぐ
。
両
手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し
込
む
。
像
底
に
底
板
を
嵌
め
込

み
、
白
色
に
彩
色
す
る
。
羽
織
の
紐
は
薄
茶
の
組
紐
を
用
い
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

彩
色
表
面
に
若
干
の
汚
れ
が
あ
る
他
は
、
良
好
で
あ
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

二
五
・
〇

　

頭
頂
〜
顎
先　
　

九
・
一　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　

六
・
三

　

耳　
　
　

張　
　

八
・
二　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

八
・
五

　

肘　
　
　

張　

一
七
・
七　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

二
一
・
五

　

胸　
　
　

厚　

一
〇
・
五　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　

一
一
・
三

　

膝　
　
　

奥　

一
九
・
三　
　
　
　
　

坐　
　
　

奥　

二
二
・
五

　

膝
高
（
左
）　
　

五
・
八　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　

五
・
六

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

　

認
め
ら
れ
な
い
。

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）

（
七
）
伝
来

　

市
内
個
人
の
所
蔵
。

（
八
）
備
考

　

亀
八
は
、
像
主
宅
の
裏
長
屋
に
寄
寓
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
間
の
様
々
な
伝

承
も
伝
え
ら
れ
る
。

小
野
三
左
衛
門
坐
像

（
一
）
形
状

　

後
頭
部
で
髷
（
亡
失
）
を
結
う
。
頭
髪
は
墨
彩
す
る
。
鼻
孔
を
く
ぼ
め
、
耳
孔

は
穿
た
な
い
。
両
手
は
膝
上
に
置
き
、
右
手
は
軽
く
握
り
、
甲
を
上
に
し
て
扇
の

基
部
を
執
り
、
左
手
は
仰
ぐ
。
顔
を
正
面
に
向
け
て
、
膝
を
軽
く
開
き
、
正
座
す

る
。
服
制
は
、
青
色
の
紋
付
き
小
袖
の
上
に
灰
色
の
肩
衣
（
裏
地
は
緑
）
を
着

け
、
黒
地
に
縞
の
半
袴
を
着
け
る
、
い
わ
る
る
半
裃
の
姿
で
あ
る
。
白
い
帯
を
締

め
る
。
左
腰
に
刀
（
亡
失
）
を
差
す
。

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
。
寄
木
造
。
彩
色
。
玉
眼
嵌
入
。

　

頭
部
の
木
寄
せ
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
面
部
で
前
後
に
割
り
矧
ぎ
、
内
刳
り
を

施
し
て
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
と
み
ら
れ
、
首
枘
を
設
け
て
襟
元
で
体
部
に
挿
し
込

む
。
体
幹
部
も
木
寄
せ
不
明
だ
が
、
左
右
に
矧
ぐ
く
か
と
み
ら
れ
、
内
刳
り
を
施

す
。
両
側
面
に
肩
か
ら
地
付
き
に
至
る
体
側
材
を
矧
ぐ
か
。
脚
部
は
前
後
に
三
材

を
矧
ぐ
。
両
手
首
先
を
別
材
製
と
し
、
袖
口
に
挿
し
込
む
。
像
底
に
底
板
を
嵌
め
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込
み
、
白
色
に
彩
色
す
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

刀
を
亡
失
し
、
彩
色
表
面
に
若
干
の
汚
れ
が
あ
る
が
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。
台

座
は
亡
失
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　

二
二
・
〇

　

頭
頂
〜
顎
先　
　

八
・
六　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　

五
・
七

　

耳　
　
　

張　
　

七
・
二　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

八
・
〇

　

肘　
　
　

張　

一
七
・
四　
　
　
　
　

袖　
　
　

張　

二
三
・
二

　

胸　
　
　

厚　
　

八
・
九　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　
　

八
・
七

　

膝　
　
　

張　

一
五
・
八　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　

一
八
・
六

　

坐　
　
　

奥　

一
九
・
八

　

膝
高
（
左
）　
　

四
・
〇　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　

四
・
〇

　

厨　

子　

高　

四
六
・
三

（
五
）
銘
記
・
納
入
品

〈
像
背
面
陰
刻
銘
〉

　

文
久
三
癸
亥
年

義
譲
院
殿
寿
山
楽
翁
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　

行
年
九
十
才

　

七
月
二
十
五
日　
　

小
野
奥

〈
厨
子
正
面
墨
書
銘
〉

小
野

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）

（
七
）
伝
来

　

名
張
市
西
方
寺
の
本
堂
内
向
か
っ
て
左
奥
に
祀
ら
れ
る
。

（
八
）
備
考

　

冨
森
一
九
七
六
に
よ
れ
ば
、
本
像
の
台
座
に
は
「
文
久
三
年
七
月　

光
政
」
の

墨
書
銘
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
そ
れ
に
該
当
す
る
台
座
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。

泰
山
法
印
坐
像

（
一
）
形
状

　

頭
部
を
円
頂
と
す
る
。
両
手
は
腹
前
で
禅
定
印
を
結
び
、
顔
を
正
面
に
向
け

て
、
畳
座
上
で
結
跏
趺
坐
す
る
。
服
制
は
、
前
あ
わ
せ
の
法
衣
の
上
に
袈
裟
を
懸

け
、
裙
を
着
け
る
。
袈
裟
は
左
肩
下
で
吊
る
。

（
二
）
品
質
・
構
造

　

木
造
。
寄
木
造
。
彩
色
仕
上
げ
。
玉
眼
嵌
入
。

　

頭
部
は
、
面
部
で
仮
面
上
に
矧
ぎ
（
ま
た
は
割
り
矧
ぎ
）、
内
刳
り
の
う
え
、

玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
首
枘
を
設
け
て
襟
元
で
体
部
に
挿
し
込
む
。
体
幹
部
も
木
寄

せ
不
明
だ
が
、
左
右
に
矧
ぐ
く
か
と
み
ら
れ
、
内
刳
り
を
施
す
。
体
幹
部
は
、
両

体
側
部
を
含
ん
で
正
中
及
び
肩
上
で
前
後
左
右
に
四
材
を
矧
ぐ
。
両
袖
先
、
脚

部
、
裙
先
を
別
材
矧
ぎ
と
し
、
両
手
首
先
を
挿
し
込
む
。
像
底
に
底
板
を
嵌
め
込

み
、
白
色
に
彩
色
す
る
。

（
三
）
保
存
状
態

　

右
袖
先
と
裙
先
を
亡
失
す
る
。
体
部
と
脚
部
の
矧
ぎ
目
が
緩
む
。
彩
色
の
一
部

が
剥
落
す
る
。

（
四
）
法
量
（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

　

像　
　
　

高　
　

三
三
・
五

　

頭
頂
〜
顎
先　
　

一
〇
・
六　
　
　
　
　

面　
　
　

巾　
　
　

七
・
二

　

耳　
　
　

張　
　
　

八
・
八　
　
　
　
　

面　
　
　

奥　
　

一
〇
・
三

　

肘　
　
　

張　
　

二
四
・
四　
　
　
　
　

袖
張
（
現
状
）　

三
三
・
九

　

胸　
　
　

厚　
　

一
三
・
六　
　
　
　
　

腹　
　
　

厚　
　

一
五
・
〇

　

膝　
　
　

張　
　

二
八
・
二　
　
　
　
　

膝　
　
　

奥　
　

二
四
・
五

　

坐
奥
（
現
状
）　

二
五
・
二

　

膝
高
（
左
）　
　
　

七
・
四　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）　
　
　

七
・
七

　

台
座
高　
　
　
　

二
一
・
八
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（
五
）
銘
記
・
納
入
品

〈
付
属
木
札
墨
書
銘
〉

　

当
寺
第
二
十
一
世
泰
山
法
印
像　

安
本
亀
八
作

（
六
）
制
作
年
代

　

江
戸
時
代
末
期
（
一
八
六
〇
年
代
）

（
七
）
伝
来

　

名
張
市
極
楽
寺
の
本
堂
内
に
祀
ら
れ
る
。

二
、
考
察

（
一
）
概
要
に
関
し
て

　

以
上
の
概
要
に
基
づ
き
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

諸
像
は
、
角
田
富
之
坐
像
を
除
き
、
像
高
は
一
尺
前
後
の
小
ぶ
り
な
坐
像
で
あ

る
。
他
地
域
に
残
る
亀
八
作
の
肖
像
彫
刻
も
同
程
度
の
像
が
多
く
、
こ
の
大
き
さ

が
彼
の
手
が
け
る
肖
像
彫
刻
の
標
準
的
な
像
高
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

構
造
面
か
ら
み
る
と
、
諸
像
は
江
戸
時
代
の
仏
像
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
亀
八
が
仏
師
の
家
の
出
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
。
具
体

的
に
は
、
頭
部
と
体
部
と
別
材
で
造
り
、
首
枘
を
設
け
て
体
部
に
挿
し
込
む
こ

と
、
面
部
を
矧
い
で
（
ま
た
は
割
り
矧
い
で
）
玉
眼
を
嵌
入
す
る
こ
と
、
体
部
に

内
刳
り
を
施
す
こ
と
、
脚
部
に
別
材
を
矧
ぐ
こ
と
、
両
手
首
先
を
別
材
で
造
っ
て

袖
口
か
ら
挿
し
込
む
こ
と
な
ど
の
方
法
は
中
世
以
来
の
仏
像
彫
刻
に
通
有
の
構
造

で
あ
る
が
、
洋
風
を
受
け
た
近
代
彫
刻
で
は
考
え
ら
れ
な
い
手
法
で
あ
る
。
亀
八

は
晩
年
の
作
例
で
も
ほ
ぼ
同
じ
構
造
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
技
術
的
基
礎
は
こ
の

時
期
以
前
に
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

表
現
面
で
は
、
小
像
で
あ
る
た
め
か
、
や
や
頭
部
を
大
き
く
造
る
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
肖
像
彫
刻
と
し
て
、
頭
部
、
と
り
わ
け
顔
を
最
も
重
視

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
像
の
顔
立
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が

あ
り
、
人
間
味
豊
か
な
趣
を
表
現
し
て
い
る
が
、
特
別
に
生
々
し
い
と
は
い
え
な

い
。
亀
八
は
生
前
も
、
現
在
も
生
人
形
師
と
し
て
の
知
名
度
が
高
い
が
、
熊
本
現

代
美
術
館
所
蔵
の
「
相
撲
生
人
形
」
と
比
べ
る
と
、
諸
像
の
表
情
は
誇
張
が
少
な

く
、
い
わ
ゆ
る
生
人
形
の
イ
メ
ー
ジ
と
比
べ
る
と
落
ち
着
い
て
い
る
。
生
人
形
と

肖
像
彫
刻
と
で
、
表
現
を
造
り
分
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

肖
像
彫
刻
と
し
て
の
肖
似
性
に
つ
い
て
は
、
像
主
の
写
真
は
残
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
岡
村
甚
六
坐
像
は
、
現
所
蔵
者
の
御
尊
父
と
は
よ
く
似
て
い
る
と
い

い
、
現
所
蔵
者
と
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

角
田
家
に
伝
わ
る
角
田
半
兵
衛
の
肖
像
画
（
裏
に
「
富
教
絵
図
」
と
墨
書
さ
れ

る
）
は
、
亀
八
の
筆
と
さ
れ
、
角
田
半
兵
衛
坐
像
下
絵
と
伝
わ
る
が
、
両
者
の
顔

に
は
明
ら
か
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、
諸
像

は
肖
像
彫
刻
と
し
て
肖
似
性
を
有
し
て
い
る
作
例
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
制
作
年
代
に
つ
い
て

　

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
〇
年
代
前
半
と
推
定
さ
れ
る
。
富
森
氏
は
亀

八
が
こ
の
時
期
に
名
張
に
滞
在
し
た
と
し
て
、
そ
の
寄
寓
場
所
が
横
山
文
圭
氏
宅

の
裏
長
屋
で
あ
り
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
す
で
に
こ
こ
に
寄
寓
し
て
い

た
こ
と
は
確
か
と
記
し
て
い
る
。
名
張
滞
在
時
期
を
裏
付
け
る
記
録
と
し
て
は
、

奈
良
県
山
添
村
葛
尾
観
音
寺
十
一
面
観
音
立
像
の
修
理
銘
、
三
重
県
津
市
高
山
神

社
の
絵
馬
、
名
張
市
柏
原
公
民
館
の
和
州
騒
動
実
写
絵
図
が
あ
る
。
観
音
寺
像
に

は
、
万
延
元
年
に
名
張
在
住
の
木
平
甚
右
衛
門
が
「
肥
後
熊
本
住
人　

仏
師
安
本

亀
八
光
政
」
に
修
復
さ
せ
た
旨
の
墨
書
銘
が
あ
り
（『
波
多
野
村
史
』）、
高
山
神

社
絵
馬
に
は
額
に
文
久
三
年
の
年
紀
と
名
張
の
有
力
者
十
六
人
の
名
が
墨
書
さ

れ
、「
安
本
光
政
」
の
刻
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
州
騒
動
実
写
絵
図

は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
起
こ
っ
た
天
誅
組
の
争
乱
を
描
い
た
も
の
で
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
に
奉
納
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
、「
光
政
」
の
印
が

残
る
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
諸
像
に
年
紀
が
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
小
野
三
左
衛
門
坐

像
の
台
座
に
は
「
文
久
三
年
七
月　

光
政
」
の
墨
書
銘
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

を
記
す
冨
盛
一
九
七
六
は
、
資
料
の
実
見
に
基
づ
く
記
録
が
多
く
、
全
体
に
そ
の

記
述
内
容
は
信
用
で
き
る
。
か
つ
て
そ
の
台
座
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
名
張
在
住
者
が
願
主
と
な
り
、
一
八
六
〇
年
代
前
半
の
年
紀
を
伴
う

諸
資
料
の
存
在
か
ら
み
て
、
富
森
氏
に
よ
る
滞
在
期
間
の
推
定
は
大
筋
で
は
誤
り

な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
近
隣
地
域
に
は
異
な
る
記
録
や
伝
承
も
残
さ
れ
て
お
り
、

名
張
滞
在
期
間
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
す
べ
き
点
も
残
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
諸
像
の
制
作
年
代
は
亀
八
が
名
張
に
滞
在
ま
た
は
か
か

わ
っ
た
一
八
六
〇
年
代
前
半
と
推
定
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
三
重
県
名
張
市
に
残
る
安
本
亀
八
の
肖
像
彫
刻
七
軀
を
紹
介
し
、

若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。
諸
像
は
い
ず
れ
も
中
世
以
来
の
仏
像
彫
刻
に
通
有
の
構

造
を
も
ち
、
亀
八
が
仏
師
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い

る
。
そ
の
表
現
は
、
実
人
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
や
控
え
め
で
、
生
人
形
師
と

し
て
の
作
域
と
は
趣
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
ま
た
、
肖
似
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
も
推
定
で
き
た
。
制
作
年
代
は
、
亀
八
が
名
張
に
滞
在
ま
た
は
か
か

わ
っ
た
一
八
六
〇
年
代
前
半
と
推
定
し
た
。

　

亀
八
の
肖
像
彫
刻
は
、
奈
良
県
下
に
も
十
数
軀
が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
東

京
・
永
青
文
庫
細
川
宏
子
坐
像
、
大
磯
町
歴
史
資
料
館
松
本
順
立
像
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。
彼
の
肖
像
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
作
例
と
併
せ
て
総
合
的
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
け
る
筆
者
の
知
見
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時

期
以
降
の
亀
八
の
肖
像
彫
刻
が
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
一

八
六
〇
年
代
前
半
に
造
ら
れ
た
名
張
の
諸
像
は
、
亀
八
の
肖
像
彫
刻
に
お
け
る
仕

事
ぶ
り
、
ま
た
は
彼
の
仏
師
的
側
面
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
存
在
と
い
え
る
。

　

亀
八
の
仕
事
に
は
、
本
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
絵
画
作
例
も
残
さ
れ
、
名
張
市

宇
流
冨
志
禰
神
社
に
は
能
面
橋
姫
（「
熊
本
住
／
安
本
光
政
」
の
刻
銘
が
あ
る
）

が
、
津
市
高
山
神
社
や
京
都
北
野
天
満
宮
に
は
レ
リ
ー
フ
を
貼
り
付
け
た
絵
馬

が
、
そ
の
ほ
か
個
人
蔵
の
置
物
、
風
俗
人
形
な
ど
も
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
幅

広
く
、
決
し
て
生
人
形
細
工
人
だ
け
が
彼
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
な
い
。
こ
う
し

た
仕
事
の
巾
、
作
域
な
ど
の
多
様
な
側
面
に
つ
い
て
、
今
後
総
合
的
に
考
察
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
順
次
に
取
り
組
む
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
、
日
本
の
肖
像
彫
刻
史
の
上
か
ら
、
本
稿
で
扱
っ
た
諸
像
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
く
。
名
張
の
角
田
半
兵
衛
、
岡
村
甚
六
、
横
山
文
圭
は
当
時
の
有
力
町

人
層
に
属
し
、
彼
ら
が
競
う
よ
う
に
自
分
や
先
祖
の
肖
像
彫
刻
を
造
ら
せ
て
自
宅

に
置
く
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
似
た
状
況
は
奈
良
県
下
の
複
数

の
地
区
で
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
像
は
宅
内
に
お
い
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
が
、
自
宅
に
自
分
や
先
祖
の
肖
像
彫
刻
を
置
く
と
い
う
状
況
は
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
、
日
本
の
肖
像
彫
刻
が
基
本
的
に
寺
社
に
祀
ら
れ
て
、
礼
拝
対

象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
新
し
い
現
象
と
い
え
る
。
肖
像
彫
刻
に
対

す
る
意
識
の
変
化
が
窺
わ
れ
、
こ
れ
も
見
逃
せ
な
い
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

観
点
か
ら
も
本
稿
の
諸
像
は
意
義
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。
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本
稿
を
為
す
に
当
た
り
、
各
ご
所
蔵
の
方
々
に
は
調
査
、
撮
影
に
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
角
田
勝
氏
ご
夫
妻
に
は
格
別
の
ご
厚
意
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
稿
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
萩
原
哉
氏
の
撮
影
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
中
世
・
近
世
の
肖

像
彫
刻
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号18K

00165

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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